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建設業しんこう　2019 October16

　建設業の請負契約において、元請負人と下請負人の不適切な取引が指摘されていることから、国
土交通省と都道府県が連携して集中的に取り組む「建設業取引適正化推進月間」を実施し、建設業
取引の適正化の推進を図る事を目的としています。

　建設業取引の適正化をより一層推進するため、建設企業等を対象として、各地方整備局及び都道
府県等が主催する講習会等を月間内を中心に開催します。

※各会場共に定員に限りがあるため、ご参加を希望される方は、早めのご連
絡をお願いいたします。 駆け込みホットライン 建設業取引適正化

センター
建設業フォローアップ

　相談ダイヤル

● 建設業法令順守
● 建設業法の特に工事請負契約等の適正取引のポイント
● 各種相談窓口等の周知
● 建設キャリアアップシステム（CCUS）
など様々な内容についての講演を行っております。

  期間　 毎年11月1日～30日

  主催　 国土交通省・都道府県

  協賛　 （公財）建設業適正取引推進機構

  主な取組み
● 建設業法令遵守に関する講習会を各地で開催

● ポスターの掲示　　● 立入検査など

北海道開発局　　事業振興部建設産業課
東北地方整備局　建政部建設産業課
関東地方整備局　建政部建設産業第一課
北陸地方整備局　建政部計画・建設産業課
中部地方整備局　建政部建設産業課

● 北海道地区
　・北海道札幌市
● 東北地区
　・山形県山形市
　・青森県青森市
　・福島県福島市
　・岩手県北上市
　・宮城県仙台市
　・秋田県秋田市
● 関東地区
　・神奈川県横浜市
　・東京都千代田区
　・長野県松本市
　・埼玉県さいたま市

建設業取引適正化推進月間とは

講習会の開催について

11月は建設業取引適正化推進月間です

近畿地方整備局　建政部建設産業第一課
中国地方整備局　建政部計画・建設産業課
四国地方整備局　建政部計画・建設産業課
九州地方整備局　建政部建設産業課
沖縄総合事務局　開発建設部建設産業・地方整備課

● 北陸地区
　・新潟県新潟市
　・石川県金沢市
　・富山県富山市
● 中部地区
　・愛知県刈谷市
　　　  名古屋市
　・三重県伊勢市
　　　  四日市市
　　　　  松阪市
　・岐阜県岐阜市
　・静岡県静岡市

● 近畿地区
　・大阪府大阪市
　　　  　大阪市
　　　  　大阪市
　・奈良県橿原市
● 中国地区
　・山口県山口市
　・鳥取県鳥取市
　　　　  米子市
　・広島県広島市
　　　　  福山市
　・島根県浜田市
　　　　  出雲市
　・岡山県岡山市

問合せ先一覧

11月　6日

11月   6日
11月   7日
11月 11日
11月 15日
11月 19日
11月 27日

10月 29日
11月 13日
11月 18日
11月 28日

11月   7日
11月 14日
11月 15日

10月 21日
10月 30日
11月 15日
11月 22日
11月 29日
11月 18日
11月 25日

11月 14日
11月 28日
11月 29日
11月 28日

11月   6日
11月 12日
11月 20日
11月 14日
11月 26日
11月 18日
11月 28日
11月 25日

● 四国地区
　・徳島県徳島市
　・高知県高知市
　・愛媛県松山市
　・香川県高松市
● 九州地区
　・福岡県福岡市
　・大分県大分市
　・長崎県長崎市　
　・佐賀県佐賀市　
　・宮崎県宮崎市
　・鹿児島県鹿児島市
　・熊本県熊本市
● 沖縄地区
　・沖縄県浦添市

11月 28日
11月 29日
12月   2日
12月   3日

11月   7日
11月   8日
11月 18日
11月 19日
11月 25日
11月 26日
12月   9日

11月 22日

011-709-2311
022-225-2171
048-601-3151
025-280-8880
052-953-8572

06-6942-1141
082-221-9231
087-851-8061
092-471-6331
098-866-0031

日時、会場など最新情報はホームページからご確認いただけます。 建設業取引適正化推進月間 検 索

※９月30日時点の情報です

各種相談窓口等の周知

主な講習会メニュー（会場により異なります）

国土交通省　土地・建設産業局建設業課　　03-5252-8111



福祉の増進と企業の振興のための建設業の退職金制度です

建設業を営む事業主

建設業の現場で働く方

一日 ３１０円

建設工事の第一線で働く優秀な人材確保にも!

建退共のホームページを、是非ごらん下さい。

建退共に加入しませんか建設業界の皆様へ

10月は加入促進強化月間です

● 法律に基づき運営される国が作った制度
● 建退共加入は「経営事項審査」で加点評価
● 国からの財政上の支援
　（国の助成により掛金の一部が免除）

● 掛金は全額非課税（損金または必要経費に算入できます）
● 複数の企業間を就業しても通算して退職金を支給
● 加入の手続きは簡単（各都道府県の建退共支部で加入）

特
長

建退共 検 索

加入できる事業主

対象となる労働者

掛金は



　「現場の花形」とも称される鳶の仕事。建設
現場に足場をつくる仮設工事など鳶の仕事の
舞台は高所がほとんどだ。「まだ誰も足を踏み
入れていない高い場所に最初に上り、他の職
種の職人さんたちが、仕事をしやすいように場
を整えるのが私たちの仕事です。みんなが安
全に歩き、安心して作業ができる足場をつくる
ためにはどのくらいの空間が必要なのかなど、
考えるのが楽しいですね」というのは、株式会
社ハヤブサコーポレーションの内田春樹さん。
足場は仮設のため、作業が終われば跡形もな
く解体される。「だからこそ職人さんに、『あの
ときの足場は、仕事がしやすかった！』といって
もらえると嬉しい」と内田さんの表情は、安全
に対する使命感に満ちている。
　職人たちの記憶に残る足場づくりに全力を
傾け、本領を発揮するのは、図面がない現場

や超高所での作業だ。「たとえば工場の配管
回りなど、図面が引けないような現場は、足場
の組み方も十人十色です。そんなときには、
諸先輩方に教えてもらった技術を組み合わ
せながら最善の策を考えます。先日は80mの
高さに足場を組みました。高い場所で物の受
け渡しを伴う作業は危険ですから、2×4mの
ステージを地上ですべて組み立て、吊り上げ
て設置しました。これは、『会長だったらそうす
るだろうな』と考えて取った方法です」と内田
さんは語る。鳶の仕事は、“段取り8分、現場仕
事2分”という岡本啓志会長の教えに忠実に、
職長として現場を守るため2年前に登録鳶・
土工基幹技能者を取得した。
　「内田君は現場の厳しさを理解したうえで、
予算管理やお客さまとの折衝はもちろん、積み
込みや片付けなども率先して行っています。若

い者たちのいい手本だし、お客さまの評価も高
く安心して任せる事ができます」と岡本会長は
評す。また、同社取締役・矢武優一さんは、内田
さんの素晴らしさは段取り力だという。「現場を
任せると、1週間の天気を把握して作業工程を
組み立てています。晴れの日を屋外、雨の日は
屋内の作業にあてるなど、安全性と効率を計
画的に担保する姿勢は見習うべきです」
　師と仰ぐ会長や、尊敬すべき先輩に囲まれ「こ
れまで一度も、くじけそうになったことも、仕事を
辞めたいと思ったこともないんです」と胸を張る
内田さん。その恩に報いるべく、今度は自分が
若者に鳶の仕事の魅力を伝えていきたいという。
「どんな現場でも、鳶がいないと他の職人さん
は仕事ができません。それくらい大切な仕事。そ
れを伝えるためにも、厳しさとやさしさのメリハリ
をもって、若手を育成していきたいですね」。
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株式会社ハヤブサコーポレーション

1987年7月生まれ　岡山県出身

解体されてしまう仮設足場の設置
だからこそ、職人の記憶に残る

安全な足場づくりを
内
う ち だ

田 春
は る き

樹さん

登録鳶・土工基幹技能者

登録基幹技能者 熟達した作業能力と豊富な知識と経験を有し効率的に作業を進めるマネジメント能力を備えた技能者です。
現場では上級職長などとして活躍しています。




